
小学 2 年 算数 １学期のまとめ 
 
１０００までの 数（１） 
 
1 数のあらわしかた 
 百を ２こ あつめた 数を 二百と いい、 ２００と かく。 
 三百と 十六を あわせた 数を 三百十六と いい、 ３１６と かく。 
 ２００の 百のくらいの 数字は ２， ３１６の 百のくらいの 数字は ３で ある。 
      また、 百を １０こ あつめた 数を 千と いい、 １０００と かく。 
 
 
１０００までの 数（２） 
 
１ 数の 大小 
 百のくらいの 数字を くらべる。 数字が 同じ ときは、 十のくらいの 数字、 
      一のくらいの 数字と じゅんに くらべる。 
 
２ 大小の しるし 
      ３８５が ２５４より 大きい ことを、 ３８５ ＞ ２５４ と かく。 
      ３８５が ４３１より 小さい ことを、 ３８５ ＜ ４３１ と かく。 
 
３ なん十、 なん百の 計算 
      なん十や なん百の 計算は、 １０や １００の まとまりが いくつ分に なるかを 
      考えて 計算する。 
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